
1950年代後半から60年代にかけて、都市へ
の人口集中やサラリーマンの急増により、紳
士靴の需要はݎ調だった。景気上昇を追い風
に、メーカーはこぞって設備投資や新製品開
発に力を入れた。日本人の足型に合う靴を追
求した大௩製靴、靴の先進国イタリアに฿っ
たアジア製靴（現マドラス）やユニオン製
靴ʜ。 そして日本製靴（現リーガルコーポ
レーション）では、マーケティング力や企画
開発力、デザイン表現力の強化を目指し、57
年に米・フリーマン社と̏年間の技術提携契
約をక結。続いて61年、全米に2,500店舗を展
開するトップ企業、ブラウンシューカンパニー
（1878年૑業）と同社傘下のリーガルシュー
（1880年૑業、1954年ブラウン社と合併）の
「リーガル」ブランドに関する技術導入契約
を結んだ。しかし、戦前からのݎ࿚な靴作り
技術を活かすべきか、流行のܰշな接着製法
の靴を作るべきか決めかねていた。

ブラウン社からは重ްなトラッドモデルと
アメリカの若者に人気だったヨーロピアンモ

デルが送られてきていた。ख़慮の末、「リー
ガル」は本格的なアメリカントラッド路線、
他ブランドで値ごろな流行追及商品を展開す
るという二面作戦を取ることになった。そし
て62年य़、「リーガル」のデビュー展示会が
開催される。ラウンドトウ、革底、グッドイ
ヤーウエルト製法の重ްな靴は、話題と注目
を集めた。しかしながら売れ行きはいまͻと
つ。当時の流行はポイントトウであり、また
日本の多くの消費者はܰく脱ぎ履きが楽な
靴を好んだ。価格も接着製法の靴の̎倍近い
4,000円台の「リーガル」は、靴店にとって
は販売しにくい商品であった。

そんな「リーガル」を、アイビーファッショ
ンを仕掛け服০業界の風Ӣ児となっていた
ヴァンξャケットが”アメリカにもない靴”と
ઈࢍし、大量に買い付けた。当時はまだ、ア
パレルショップで靴が売られることがなかっ
た時代。しかし、流行の勢いはڪろしく、
̫Ａ̣を扱う店では63年य़からジョイント
ブランド 「̫Ａ̣⼟̧̜̚Ａ̡」 が大ヒット、
ファッションࡶ誌などにも大きく取り上げら
れ、 「リーガル」はまたたく間に紳士靴のトッ
プブランドになっていった。
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ňリーガルŉ ブ

ランドの商標使
用ݖをブラウン
シ ュ ー か ら 取
得、日本製靴は
リーガルコーポ
レーションと改
称した。
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ブラウン社から送られてきたモデ
ルサンプル（右）と62年春に展
開された日本製「リーガル」（左）

アメリカでは当時こんなデザイ
ンの「リーガル」が売れていた
ようだが、日本では取り上げな
かった 伝説の「ＶＡＮーＲＥＧＡＬ」初回モデル




